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一
過
性
脳
虚
血
発
作
は
脳
の
一
過
性
の
虚
血

に
よ
り
局
所
神
経
症
候
が
出
現
し
、
短
時
間
の

う
ち
に
完
全
に
消
失
す
る
病
態
で
す
。
も
う
少

し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
、
何
ら
か
の
原
因
に

よ
り
血
栓
（
血
の
か
た
ま
り
）
が
形
成
さ
れ
、

脳
血
管
を
閉
塞
し
、
脳
に
必
要
な
酸
素
や
糖
が

不
足
す
る
こ
と
で
症
状
が
現
れ
ま
す
。
短
時
間

で
血
栓
が
は
が
れ
た
り
、
砕
け
た
り
す
る
と
、

血
流
が
再
開
し
症
状
が
完
全
に
よ
く
な
っ
て
元

に
も
ど
り
ま
す
。

　

頸
部
や
頭
蓋
内
血
管
な
ど
太
い
血
管
の
動
脈

硬
化
、
脳
内
の
細
い
血
管
の
動
脈
硬
化
、
心
疾

患
や
不
整
脈
な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。
症
状
は
、

片
方
の
手
足
や
顔
面
の
麻
痺
、
し
び
れ
、
言
語

障
害
（
話
し
に
く
い
、
言
葉
が
で
な
い
）、
視
野

障
害
（
視
野
の
半
分
が
欠
け
る
）、
複
視
（
物
が

二
重
に
み
え
る
）
な
ど
、
循
環
の
悪
く
な
っ
た

部
位
に
よ
り
症
状
は
様
々
で
す
。
閉
塞
時
間
が

長
く
、
脳
組
織
が
壊
死
し
て
し
ま
う
の
が
「
脳

梗
塞
」、
閉
塞
時
間
が
短
く
、
脳
組
織
に
ダ
メ
ー

ジ
が
な
い
の
が
「
一
過
性
脳
虚
血
発
作
」
で
あ

り
、
病
態
は
全
く
同
じ
で
す
。
一
過
性
脳
虚
血

発
作
は
、
症
状
が
一
過
性
（
多
く
は
２
～
15
分

以
内
）
の
た
め
、
自
宅
で
様
子
を
み
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
過

性
脳
虚
血
発
作
の
15
～
20
％
が
90
日
以
内
（
特

に
48
時
間
以
内
に
多
い
）
に
脳
梗
塞
を
発
症
す

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
0
0
年
小
渕

元
総
理
が
記
者
会
見
中
に
10
秒
前
後
言
葉
が
出

な
く
な
っ
た
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
（
一
過
性

脳
虚
血
発
作
）、
翌
日
広
範
な
脳
梗
塞
を
発
症
し

亡
く
な
り
ま
し
た
。
一
過
性
脳
虚
血
発
作
発
症

後
早
期
に
治
療
す
る
と
（
平
均
１
日
）、
遅
れ
て

治
療
を
開
始
し
た
場
合
（
平
均
20
日
）
と
比
べ

て
、
発
症
後
90
日
以
内
で
の
脳
卒
中
の
再
発
率

が
80
％
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
過
性
脳
虚
血
発
作
の

時
点
で
可
及
的
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

問
診
や
神
経
診
察
の
結
果
、
一
過
性
脳
虚
血

発
作
の
疑
い
が
あ
る
と
脳
の
画
像
検
査
を
行
い

ま
す
。
特
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
新
し
い
梗
塞
巣
や
頭

蓋
内
血
管
の
評
価
に
優
れ
て
お
り
ま
す
。
次
に
、

原
因
を
探
る
た
め
頸
部
血
管
や
心
臓
な
ど
の
評

価
を
行
い
ま
す
。
血
液
検
査
、
頸
部
血
管
エ

コ
ー
、
心
電
図
、
24
時
間
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
、

心
エ
コ
ー
、
脳
血
管
造
影
な
ど
の
検
査
が
あ
り

ま
す
。
治
療
は
、
脳
梗
塞
の
発
症
を
予
防
す
る

た
め
に
抗
血
栓
薬
（
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

薬
）
を
直
ち
に
開
始
し
ま
す
。
抗
血
栓
薬
に
は
、

動
脈
内
の
血
栓
形
成
を
阻
止
す
る
抗
血
小
板
薬

と
、
心
臓
や
静
脈
内
の
血
栓
形
成
を
阻
止
す
る

抗
凝
固
薬
が
あ
り
、
原
因
疾
患
に
よ
り
選
択
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
、
喫
煙
、
な
ど
の
心
血
管
リ
ス
ク
に
関
す

る
評
価
、
治
療
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

心
房
細
動
は
、
最
も
代
表
的
な
不
整
脈
で
、

加
齢
と
と
も
に
有
病
率
は
増
加
し
、
一
過
性
脳

虚
血
発
作
や
脳
梗
塞
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
で

す
。
心
臓
内
に
形
成
さ
れ
る
血
栓
は
大
き
く
、

太
い
頸
動
脈
や
頭
蓋
内
血
管
へ
閉
塞
す
る
こ
と

が
多
く
、
梗
塞
巣
は
広
範
で
死
亡
率
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
房
細
動
の
約
半
数
は
、

動
悸
や
胸
部
不
快
感
な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
持
続
的
に
不
整
な
場
合
（
持

続
性
心
房
細
動
）
と
、
発
作
的
に
不
整
な
場
合

（
発
作
性
心
房
細
動
）
が
あ
り
、
心
電
図
で
検
出

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
日

頃
よ
り
自
分
で
脈
拍
を
触
し
、
不
整
の
有
無
を

確
認
し
、
不
整
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
で
心
電
図

を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

現
在
、
発
症
4.5
時
間
以
内
の
超
急
性
期
の
脳

梗
塞
に
対
し
て
は
、
t

－

P
A
と
い
う
血
栓
溶

解
療
法
が
適
応
と
な
り
ま
す
。
t

－

P
A
は
、

脳
梗
塞
発
症
３
カ
月
後
の
社
会
復
帰
率
を
1.5
倍

増
加
さ
せ
、
投
与
時
間
が
早
い
ほ
ど
効
果
が
得

ら
れ
る
薬
で
す
。
脳
卒
中
専
門
医
は
、
一
過
性

脳
虚
血
発
作
患
者
を
診
た
場
合
、
で
き
る
だ
け

入
院
を
勧
め
ま
す
。
前
述
し
ま
し
た
が
、
一
過

性
脳
虚
血
発
作
は
48
時
間
以
内
に
脳
梗
塞
を
発

症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
も
し
発
症
し
て
も
入

院
し
て
い
れ
ば
直
ち
に
t

－

P
A
療
法
を
行
え

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、我
々

脳
卒
中
専
門
医
も
一
過
性
脳
虚
血
発
作
を
緊
急

治
療
の
対
象
と
な
る
疾
患
と
認
識
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
突
然
、
片
方
の
手
足
や
顔
面
の
麻

痺
、
言
語
障
害
が
出
現
し
、
短
時
間
で
症
状
が

回
復
し
た
場
合
で
も
「
一
過
性
脳
虚
血
発
作
」

を
想
起
し
、
迅
速
に
専
門
医
を
受
診
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一過性脳虚血発作（TIA）
について
倉敷平成病院　脳卒中内科部長

芝崎　謙作

医療を知る、
病気を知る。
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脳卒中内科

脳卒中内科部長　芝崎　謙作
資格：医学博士、日本神経学会専門医・指導医、
日本脳卒中学会専門医・評議員、日本内科学
会認定医、日本神経治療学会、日本脳神経超
音波学会、日本栓子検出と治療学会

月 火 水 木 金 土
午前（４診） 8:30～12:00 ◯ ― ― ― ◯ ―

午後（４診）13:30～17:00 ― ― ― ◯ ― ―

外来診療担当表

　脳卒中内科は、脳卒中の中でも特に脳梗塞の診療を専門とする脳神経内科です。脳梗塞は、血栓（血のかたまり）が形成され、
脳血管が閉塞することで脳への糖や酸素の供給が断たれ壊死し、症状を呈する病態です。発症4.5時間以内であれば、血栓を
溶かす治療（t－PA療法）の適応となり、当院は、t－PA療法を含む急性期脳卒中治療を脳卒中チームで積極的に行っております。
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Pick Up!　ピックアップ

認知症疾患医療センター長・脳神経内科部長
涌谷　陽介（わくたに　ようすけ）
資格・専門医・所属学会：医学博士、日本神経学会専門医・
指導医、日本認知症学会専門医・指導医、日本内科学会総
合内科専門医　など

月 火 水 木 金 土

初診 ◯ ◯ ◯ 涌谷 ◯

再診 涌谷 涌谷 涌谷 涌谷

　倉敷平成病院では、平成24年に
認知症疾患医療センターの指定を受
け、「もの忘れ外来」の充実を図り、
安心して住み慣れた地域での生活が
継続できるよう、ご本人やその家族
等を支援しております。地域の医療
機関、介護保険関連事業所（施設・
ケアマネジャー・地域包括支援セン
ター）、他の認知症疾患医療セン
ター、行政等との連携の充実を図っ
ています。
　「もの忘れ外来」では、医師・看護
師・精神保健福祉士・公認心理師・
言語聴覚士・診療放射線技師・臨床
検査技師・医療秘書などがチームを
組んでかかわっております。

涌谷センター長のもの忘れ外来の様子。血
液検査、記銘力検査、MRI検査、SPECT

（スペクト）検査等で総合的な鑑別診断を
行います。

認知症疾患医療センター
認知症でお困りの方をトータルにサポートします

　認知症は決して特別な病気ではなく、長生きすれば誰でもかかる可
能性がある病気です。「認知症」をボケととらえ、ボケたら治らない
ということが通説でしたが、現在では、早期であれば改善が可能であ
り、適切な服薬と治療により進行を遅らせることができます。
　「もの忘れ外来」は、アルツハイマー病・レビー小体病や脳血管性認知
症に代表される認知症の専門外来です。認知症は進行性の病気で、鑑
別診断が大変重要です。もしかして？と思われたら早めにお電話ください。

認知症とは 　外来診療（もの忘れ外来）　※予約制

担当医 086-427-3535予約
電話

（認知症疾患医療センター直通） 

13診 ／ 8:30～12:00診療
時間

◯：�涌谷陽介・高尾芳樹・野村恵美・林紗織の４名が
担当制で診療にあたります。

認知症の方とご家族、ケアスタッフを診療を通じて応援し
ます。地域のかかりつけの先生と積極的に連携します。
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　「認知症カフェ」とは、認知症の方の地域での日常生活の継続、家族支援の強化に向けて、厚生労働省が取り
組みのひとつにあげているものです。当院では平成25年12月より「もの忘れ予防カフェ」として認知症カフェ
の取り組みを行っています。当院でのカフェでは ①認知症カフェを知ってもらうこと ②介護者（家族）同士
が知り合える場の提供 ③ご本人さんの普段は見られない姿を見ることができるきっかけの場の提供 を目
指して開催しています。平成29年11月の第７回開催からは参加者さんからの応募により、わくわく！する気持
ちと涌

●

谷センター長のわくわく！がかかっている「わくわくカフェ」と素敵な名称に改めています。
　認知症の方やご家族の方にとって、わくわくカフェがより楽しく、わくわくと交流できる場になれるよう今
後とも企画していきたいと思います。また、より地域に根ざした活動になれるようにボランティアの方々と協
力していきたいです。

　ご家族の方を対象に、認知症領域の医学・看護・栄
養・社会福祉・運動・心理に関する学びを通じて、ご
本人さんとご家族の方のお互いによりよい関係づくり
を応援していきます。計５回の勉強会を年に２クール
開催しています。

　認知症疾患医療センターは医師、看護師、保健師、
心理士、精神保健福祉士、医療秘書と多職種により構
成されています。それぞれの専門分野での知識や経験、
技術を活かしながら連携を図り協力しています。
　認知症およびせん妄サポートチーム（DST）として
定期的に病棟回診も実施しています。

わくわくカフェ

家族教室

チーム医療

 認知症疾患医療センターの取り組み紹介
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今
回
は
、
私
の
生
ま
れ
た
街
、
吉
田
町
に
つ

い
て
少
し
綴
り
ま
す
。
吉
田
町
は
、
人
口
約
１

万
２
千
人
の
広
島
県
中
央
付
近
に
か
つ
て
あ
っ

た
広
島
県
高
田
郡
に
存
在
し
た
町
で
す
。
戦
国

大
名 

毛
利
元
就
が
居
城
と
し
た
吉
田
郡
山
城

の
城
下
町
「
吉
田
荘
」
を
由
来
と
し
て
い
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
た
1
9
5
8
年
頃
は
吉
田
を
含
む

７
町
村
で
高
田
郡
で
し
た
が
紆
余
曲
折
を
経
て
、

2
0
0
4
年
に
高
田
郡
の
全
６
町
が
合
併
し
て

安
芸
高
田
市
に
移
行
し
た
た
め
高
田
郡
は
消
滅
。

吉
田
町
の
歴
史
は
安
芸
高
田
市
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

　

私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
目
立
っ
た
建
物
は
、

生
ま
れ
た
J
A
高
田
病
院
、
父
が
務
め
て
い
た

吉
田
高
校
、
警
察
署
、
消
防
署
、
町
役
場
く
ら

い
で
、
田
畑
の
広
が
る
自
然
豊
か
な
町
で
し
た
。

神
楽
が
盛
ん
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
最
近

は
神
楽
甲
子
園
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
中
国
地
方
最
大
河
川
の
「
江ご

う
の
か
わ

の
川
」
が
流

れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
よ
く
川
釣
り
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
「
可え

の
か
わ

愛
川
」
は
「
江
の

川
」
の
上
流
で
、
瀬
戸
内
海
へ
注
い
で
い
た
と

思
っ
て
い
た
の
が
実
は
日
本
海
に
注
い
で
い
た

事
は
長
じ
て
知
り
ま
し
た
。
週
末
に
は
時
々
旧

広
島
市
民
球
場
に
カ
ー
プ
の
応
援
に
行
き
、
お

小
遣
い
を
樽
募
金
し
た
事
な
ど
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

吉
田
町
で
最
も
有
名
と
思
わ
れ
る
の
が
、
戦

国
武
将
毛
利
元
就
の
居
城
跡
や
墓
所
が
町
内
の

郡
山
に
あ
っ
た
事
で
し
ょ
う
か
。
城
好
き
の
方

な
ら
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
吉
田
郡
山
城

は
中
国
地
方
一
番
の
山
城
で
、
全
国
名
城

1
0
0
選
に
も
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毛
利
元
就
と
い
え
ば
、
晩
年
の
元
就
が
死
の

間
際
に
、
長
男 

毛
利
隆
元
、
次
男 

吉
川
元
春
、

三
男 

小
早
川
隆
景
を
呼
び
、「
１
本
の
矢
は
折

れ
や
す
い
が
、
３
本
の
矢
は
折
れ
な
い
。
３
人

が
結
束
し
毛
利
家
を
よ
く
守
る
よ
う
に
」
と
教

え
諭
し
た
「
３
本
の
矢
」
の
逸
話
が
有
名
で
す
。

し
か
し
、
元
就
が
亡
く
な
る
８
年
前
に
尼
子
氏

と
の
戦
い
の
間
に
嫡
男
の
隆
元
は
亡
く
な
っ
て

お
り
、
創
作
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

た
だ
、
全
く
の
創
作
で
も
な
く
、
1
5
5
7

年
（
弘
治
３
年
）
に
書
か
れ
た
『
三
子
教
訓
状
』

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
三
子
教
訓
状
は
14
条
か

ら
成
り
、
ま
だ
皆
存
命
だ
っ
た
３
人
の
息
子
達

だ
け
で
な
く
全
て
の
子
ど
も
に
宛
て
た
、「
一

族
が
一
致
団
結
し
て
毛
利
家
を
盛
り
立
て
て
行

く
よ
う
に
」
と
い
う
内
容
で
、
次
女
の
五
龍
局

と
、
元
春 

妻
の
不
仲
を
窘た

し
なめ

た
り
も
し
て
い

ま
す
。「
三
矢
」
や
「
三
子
」
の
言
葉
か
ら
、

元
就
の
子
は
３
人
と
誤
解
さ
れ
る
方
も
多
い
で

す
が
、
正
室 

妙
玖
と
の
間
に
は
早
世
し
た
長

女
と
五
龍
局
の
女
性
２
人
と
、
隆
元
、
元
春
、

隆
景
の
３
兄
弟
の
５
人
の
子
が
お
り
、
正
室
の

死
後
に
も
、
男
子
６
人
（
一
説
に
７
人
）、
女

子
１
人
を
儲
け
て
い
ま
す
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
と
は
い
え
徳
川
の

天
下
で
も
元
就
の
遺
訓
は
毛
利
家
に
脈
々
と
引

き
継
が
れ
、
や
が
て
長
州
軍
が
明
治
維
新
に
重

要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
〈
次
号
へ
続
く
〉

倉敷平成病院に勤務する医師の
オススメの食べものや曲などの紹介、
趣味の話や旅行記など…

どんなお話が聞けるかな？

Vol.2

院長　高尾　芳樹
1958年広島県生まれ。1983年鳥取大学医学部を卒業後、鳥取大学大学院医学研究科、鳥取
大学医学部附属病院脳神経内科、倉敷中央病院などを経て、1990年倉敷平成病院勤務。
2018年院長に就任。
医学博士、日本神経学会専門医・指導医、日本認知症学会専門医・指導医、日本頭痛学会
専門医　など

わたしの生まれた街「高田郡吉田町」
～毛利元就編～
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［図３］血圧（降圧目標値）の範囲
（「高血圧治療ガイドライン 2019」より作図、日本高血圧学会）

180

140

130

120

降
圧
目
標
値

降圧目標値 80 90 100

（mmHg）

（mmHg）

高血圧

高値血圧

正常血圧
（正常高値血圧）

［図１］橈骨動脈の確認部位（赤色）

［図４］手首用血圧計

［図５］上腕用血圧計
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［図２］脈拍の確認方法

倉敷在宅総合ケアセンター　予防リハビリ　理学療法士　白神　侑祐

運動前に「しておく」「知っておく」こと

１日 健康体操

　皆さんは “バイタルサイン” という言葉を耳にしたことがありますか。バイタルサインは ① 脈拍、② 呼吸、③ 
体温、④ 血圧を指します。運動するにあたっては、このバイタルサインを確認「しておく」必要があります。そ
して、自分自身の平常時のバイタルサインを「知っておく」ことが、運動開始の第一歩となります。

⃝ 手首の親指側にある橈
とう

骨
こつ

動脈が触れるか確認します［図１］
⃝ 反対の手の人指し指、中指、薬指を用いて軽く圧迫しながら拍動を確認します［図２］
⃝ １分間の拍動を数えます（30秒間の拍動を２倍する方法でも構いません）

　一般的に、健康な成人の脈拍数は１分間に60～100回と言われており、個人差があります。
まずは自分自身の安静時脈拍数がどの程度なのか、と言うことを「知っておき」ましょう。

脈拍の確認

　安静時、１分間に何回息をするかを数えてみましょう。通常は15～20回程度と言われています。呼吸の確認

　日々の変化を捉えるためにも、毎日大体同じ時間で測定してみるのが良いでしょう。平常
時の体温は個人差が大きいため、日々の計測で自身の平熱を把握しておくことが大切です。

体温の確認

　血圧の降圧目標値は収縮期血圧（いわゆる上の血圧）で130mmHg以下、拡張期血圧（い
わゆる下の血圧）で80mmHg以下とされています［図３］。
　家庭用の血圧計には手首用［図４］や上腕用［図５］がありますが、どちらで測定してい
ただいても構いません。日々の測定は同じ時間で行えると良いでしょう。

血圧の確認

　以下に該当する場合は運動を中止し、体調が回復しない場合は早めに受診してください。

　安全に効果的な運動を行うためにも、自分自身のバイタルサインを確認「しておく」「知っておく」ことを意識
してみてください。

⃝ 呼吸困難感、めまい、嘔気、胸痛、頭痛、強い疲労感や息切れなどが出現した場合
⃝ 脈拍が140回を超えた場合　　⃝ 運動中により不整脈が増加した場合
⃝ 運動時収縮期血圧40mmHg以上、または拡張期血圧が20mmHg以上上昇した場合

の、ために
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ピース
ガーデン
倉敷

所在地 倉敷市白楽町40

T E L　086-423-2000

対 象　支援１・２、介護１～５

定 員 デイ65名（日曜40名）／
ショート28床

利用料　介護度で異なります。
お気軽にお問い合わせください。

「からだと心の効果にこだわるリハビ
リテーションピース」として、リハビ
リを強化した多彩なサービスを提供。
明るく楽しいリハビリの時間を創造
するデイサービスを目指しています。

　デイサービス

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み 　
　
　

�

介
護
福
祉
士　
田
渕　
雄
大

　

去
る
６
月
25
日（
土
）、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
ぞ
み
で
は
、
外
出
行
事
で
サ
ン
ロ
ー

ド
吉
備
路
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
下
見
の

際
に
は
良
く
晴
れ
て
い
て
鶴
を
見
た
り
中

庭
の
散
策
が
で
き
ま
し
た
が
、
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
で
、
予
定
を
変
更
し
て
屋
内

を
見
て
ま
わ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

中
の
サ
ン
直
広
場
で
は
、
地
元
の
生
産
者

の
方
が
作
っ
た
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
な
ど
み

ず
み
ず
し
い
野
菜
や
果
物
と
色
と
り
ど
り

の
き
れ
い
な
花
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
入
居
の
皆
さ
ん
も
普
段
あ
ま
り
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
物
を
見
て
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
少
し
肌
寒
か
っ
た
た
め
、

休
憩
に
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
後
ろ
髪
を

ひ
か
れ
な
が
ら
も
皆
で
ジ
ュ
ー
ス
を
片
手

に
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
し
た
。

　

６
月
の
行
事
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
雷

雨
の
中
は
車
の
移
動
す
ら
大
変
で
し
た
。

予
定
の
行
事
が
叶
わ
ず
、
ご
入
居
の
皆
さ

ん
に
は
残
念
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
普
段
あ
ま
り
外
出
の
機
会
が
な

い
た
め
、
そ
れ
で
も
笑
顔
で
楽
し
ん
で
く

だ
さ
る
ご
様
子
が
大
変
印
象
的
で
、
そ
の

笑
顔
に
私
達
も
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。
今

後
も
外
出
行
事
が
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
が

楽
し
め
る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
次
回
は
晴
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
ご

入
居
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
て
る
て
る
坊
主

を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
し
ゃ
ぶ
り
の

サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路

ピースガーデン倉敷　― 複合型介護施設 ―

「寄り添うケアで心おだやかな環境を創造します。」をケア目標とする、デイサービス・地域密着型特養・ショートス
テイ・グループホームの４事業所からなる複合型介護施設です。地域の皆様との交流の場として地域交流センターも
設けており、ご利用の皆様が、輝く笑顔で日々の生活を送っていただけるようなケアを実践していきます。

日々のプログラムや季節の行事も充
実。アットホームな雰囲気で、笑顔・
安心・信頼を実感していただき、ご
利用の方に満足していただけるような
質の高いサービスを追求しています。

　ショートステイ
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⃝

倉
敷
老
健
　
⃝
倉
敷
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
⃝
ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

⃝
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
　
⃝
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
南
町
　
⃝
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

倉敷在宅
ケア
センター

七
夕
会

　

７
月
10
日（
水
）、

今
年
も
倉
敷
老
健

で
は
「
七
夕
会
」
を

催
し
ま
し
た
。
ご
利
用
の
方
や
ご

家
族
に
短
冊
へ
願
い
事
を
書
い
て

い
た
だ
き
笹
に
吊
る
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
ア
ケ
タ
マ
サ
コ　

フ
ラ

ス
タ
ジ
オ
』
の
協
力
の
も
と
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

七
夕
会
を
皆
で

楽
し
む
事
が
で

き
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
だ
よ
り

発
行

　
ご
家
族
の
方
の
「
行

事
内
容
を
知
り
た
い
」

と
の
声
か
ら
、
翌
月
の
行
事
予
定
表
を

ご
利
用
時
の
参
考
の
ひ
と
つ
に
な
れ

ば
と
郵
送
・
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
シ
ョ
ー
ト
だ
よ
り
」を
夏
・

冬
の
年
２
回
発
行
し
、
行
事
の
様
子

や
職
員
紹
介
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
６
月
に
は
、
管
理
者
変
更
の
ご

挨
拶
と
新
入
職
員
の
紹
介
を
掲
載
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

将
棋
ク
ラ
ブ
開
催

　
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
で
は
、「
囲

碁
ク
ラ
ブ
」
に
続
き
、
ご
入
居
の
方
か

ら
の
熱
い
要
望
に
よ
り
「
将
棋
ク
ラ
ブ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
５
人
の
参
加
者
で
ス

タ
ー
ト
。
お
互
い
の
実
力
を
探
る
展
開
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
白
熱
し
た
勝
負
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
‼

星
に
願
い
を
…

七
夕
の
笹
飾
り

　

梅
雨
の
長
雨
が

続
い
た
今
年
。
夜
空

を
眺
め
て
も
雲
ば
か
り
で
星
が
出

て
い
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
七
夕
が
く
る
と
何
か

願
い
事
を
し
た
く
な
る
も
の
。
よ

く
な
る
デ
イ
を
ご
利
用
の
方
々
が

笹
に
願
い
を
込
め
た
短
冊
や
飾
り

付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

願
い
事
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
へ

猿
回
し
来
る
‼

　

６
月
24
日（
月
）、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
開
設
以
来

初
め
て
と
な
る
「
猿
回
し
」
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

普
段
は
太
宰
府
天
満
宮
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る〝
猿え

ん
し
ん心

〟さ
ん

に
よ
る
猿
回
し
、
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
２
匹
の
猿
に
よ
る
愛
く
る

し
い
演
技
に
、
ご
入
居
の
皆
様
は
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ローズ
ガーデン
倉敷

ドリーム
ガーデン
倉敷

倉敷老健

グランド
ガーデン
南町
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プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
第
２
回
目
は
、

患
者
さ
ん
と
同
じ
目
線
を
持
っ
て
、
入
院

中
の
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
病
棟
介
護
士

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
介
護
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
学
生
の
時
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
介
護
技
術
を
体
験
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
車
椅
子
に
乗
っ
た
り
、
介

護
士
が
利
用
者
へ
行
っ
て
い
た
移
乗
動
作

の
介
助
等
を
見
た
り
し
て
、
家
族
に
介
護

が
必
要
と
な
っ
た
時
に
、
自
分
で
も
こ
う

し
た
対
応
が
で
き
た
ら
助
け
ら
れ
る
な
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

Ｑ
．
仕
事
で
の
喜
び
や

　
　
魅
力
は
何
で
す
か
？

　
臨
床
の
場
で
あ
る
病
棟
で
の
介
護
士
の

仕
事
に
は
、
病
棟
だ
か
ら
こ
そ
体
験
で
き

る
こ
と
や
処
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
々

の
ケ
ア
を
通
し
、
患
者
さ
ん
の
異
変
に
い

ち
早
く
気
付
け
た
り
、
少
し
ず
つ
回
復
す

る
姿
を
近
く
で
実
感
で
き
た
り
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
多
職
種
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
病
棟
介
護
士
と
し
て
の
気
づ
き
の

情
報
提
供
が
で
き
、
チ
ー
ム
と
し
て
患
者

さ
ん
に
関
わ
れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
．
印
象
に
残
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
、

　
　
特
別
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

　
新
人
だ
っ
た
頃
、
ご
入
浴
を
拒
否
さ
れ

た
患
者
さ
ん
を
必
死
で
入
浴
に
誘
っ
て
い

ま
し
た
。
入
浴
介
助
は
自
分
の
仕
事
で
あ

り
、
何
と
し
て
で
も
業
務
を
遂
行
し
な

け
れ
ば
、
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
た

め
で
す
。

　
す
る
と
そ
の
患
者
さ
ん
と
の
や
り
取
り

を
聞
い
て
い
た
別
の
患
者
さ
ん
が
、「
お

姉
ち
ゃ
ん
達
の
仕
事
だ
っ
て
い
う
の
は
分

か
っ
て
る
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の

気
持
ち
も
分
か
っ
て
な
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
な
り
す
ぎ
て
自
分

の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
相
手

の
こ
と
を
考
え
た
介
護
で
な
か
っ
た
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
介
護
と
し
て

　
　
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
介
護
福
祉
士
の
実
習
は
病
棟
実
習
が
な

い
た
め
、
入
職
時
は
、
先
輩
が
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
、
何
を
指
示
し
て
い
る
の
か

分
か
ら
ず
大
変
で
し
た
。
学
校
で
習
っ
た

こ
と
と
の
違
い
が
多
す
ぎ
て
、「
こ
こ
で

何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て

い
る
頃
、
当
時
の
看
護
師
長
か
ら
「
医
療

に
強
い
介
護
士
さ
ん
に
な
っ
て
ね
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
医
師
、
看
護
師
の
そ
ば
で

急
性
期
治
療
を
近
く
に
感
じ
、
看
護
師
の

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、

看
護
師
長
の
言
葉
が
徐
々
に
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
解
す
る
ま
で
に

時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉
は

と
て
も
大
き
く
心
に
残
り
、
今
で
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
心
が
け
て
い
る
こ
と
、

　
　
若
い
ス
タ
ッ
フ
へ

　
つ
ら
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、
色
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
も
、上
司
、

先
輩
を
は
じ
め
、
同
僚
が
い
る
か
ら
こ
そ

頑
張
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
自
分
で
処
理

せ
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
私
が
そ
う

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
若
い
ス
タ
ッ
フ

に
も
同
じ
よ
う
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
を
仕
事
と
し
て
選
ぶ
人
が
全
国
的

に
減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
全
仁
会

グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
様
々
な
施
設
が
あ

り
ま
す
。
今
、
自
分
が
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ

が
介
護
士
と
し
て
、
ど
の
施
設
に
異
動
に

な
っ
て
も
、
病
棟
で
経
験
し
た
こ
と
を
十

分
に
活
か
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
へ

　
　
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す

　
入
院
中
は
、
病
気
や
怪
我
の
た
め
自
由

に
動
け
ず
、
ご
自
分
の
こ
と
が
思
う
よ
う

に
で
き
な
い
た
め
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

医
療
職
で
は
な
い
介
護
士
だ
か
ら
こ
そ
患

者
さ
ん
と
同
じ
目
線
を
持
ち
、
何
が
一
番

よ
い
方
法
か
を
考
え
、
患
者
さ
ん
が
一
日

も
早
く
退
院
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
で
す
。

プロフェッショナル

倉敷平成病院　４階西病棟
介護主任　小椋 かおり

“ 臨床で、患者さんと　　
医療を繋ぐ介護士です”

倉
敷
老
健

井
戸　

将
人

｜聞き手｜

介 護 福 祉 士
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i n f o r m a t i o n

トマトとスイカの
和風ガスパチョ

トマト………… 200g
スイカ………… 120g
紫玉ねぎ…………15g
しょうが………… 4g
しそ………………１枚

材料［２人分］

１トマトは湯むきをし、スイカは種を取り除く。

２ １、紫玉ねぎ、しょうが、塩、ブラックペッパーをミキ
サーに入れてなめらかになるまで回す。

３一旦冷蔵庫で冷やす。

４時間が経つと分離するため、よくかき混ぜて器に盛り付
ける。

５オリーブオイルを回し入れ、千切りにしたしそを飾って
完成！

作り方

ヘルシーレシピ

倉敷平成病院　栄養科　副主任　中野　聖子
栄養成分１人分 エネルギー：68kcal　塩分：0.1g

　風しんは、風しんウイルスに感染しておきる発疹性
の病気です。春先から初夏に流行することが多く、飛
沫感染によって感染します。発疹は１～２日で全身に
広がり、３日程度で自然に消えていきますが、発疹が消
えるころにかゆみが出て、発熱を伴うことがあります。
　妊娠初期に感染すると、「先天性風しん症候群」と
して、心疾患や白内障、難聴など胎児に重大な影響が
でることがあります。
　最近は、男性に風しん抗体のない方が多く、厚生労
働省から2019年４月１日から2022年３月31日まで
の間に限り、昭和37年４月２日から昭和54年４月１
日生まれの男性対象に風しん抗体検査・予防接種の
クーポン券が発行されています。
　当院でも抗体検査・予防接種の予約を受け付けてお
り、2022年３月31日までの３年間、表のとおり、抗
体検査と予防接種を無料で実施いたします。

風しん抗体検査・予防接種について
医事課　竹花　佑里恵

真夏のこの時期、手の込んだ料理や火を使った調理は少し億劫…１品
くらい手抜きをしたい！という気持ちを叶えます！
ガスパチョとは、スペインのアンダルシア地方発祥の冷製スープで、初
期にはパン、ニンニク、塩、酢、水で作られていたそう（どんな味だっ
たのでしょう!?）ですが、19世紀までにトマトやキュウリが入るようにな
りました。今回は和ハーブ代表のしょうが、しそを使ってアレンジしま
した。食事作りも上手に手抜きをして、暑さを乗り切りましょう！

塩……………………ひとつまみ
ブラックペッパー…………少々
オリーブオイル………小さじ１

　この機会に、風しん抗体検査を受けられてみてはい
かがでしょうか。当院では、予約制で接種を承ってお
ります。まずは、TEL 086-427-1111 へお気軽に
お問い合わせください。

対　象
・倉敷市に住民登録がある
・昭和37年４月２日から昭和54年４月１日までの間に生まれた男性
※以下の方は対象外となります。
・過去に風しん抗体検査を受けたことがある方
・風しんの予防接種歴がある方
・過去に風しんにかかったことがある方

抗体検査予約条件 予防接種予約条件
・クーポン券が届いているか
・�過去に風しん抗体検査・予防

接種を受けたことがないか
・風しんにかかったことがないか
・�抗体検査の結果は当日にはで

ないため後日（１W後以降）で
の結果説明になる

・クーポン券が届いているか
・抗体検査が陰性であったか
　�（他院で検査をしている方は必

ず結果持参）
・�当院ではMRワクチン（麻疹風

しん混合ワクチン）になります。
（無料接種可）

※当日は、クーポン券を必ずお持ちください。
　クーポン券を忘れた場合は対応できません。
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　当院では、地域の医療機関との連携窓口として「地域連携室」、また患者さんご家族の方々の様々な医療・
保健・福祉の関わる相談窓口として「医療福祉相談室」がそれぞれ業務を行っておりましたが、この度令和
元年６月より、同室での通常業務を行うこととなりました。このことにより、今までよりも一層、情報共有
ができ、より迅速な対応が可能となります。直通電話も開設され、皆様からのさらなる利便性向上に向け鋭
意努力してまいります。
　スタッフは、医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）８名と事務職員１名の９名で対応してまいります。
ご質問やご不明な点はお気軽にお声掛けください。

　病気や怪我などの療養生活に伴い発生する、様々な問題
や心配事に対して医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）
が、問題解決に向けて一緒に考え、お手伝いさせていただ
きます。院内の多職種、地域の医療機関や公的機関、介護
保険施設などと連携しながら問題が解決できるよう、患者
さんやご家族を支えるネットワーク作りもお手伝いさせて
いただきます。

　地域の医療機関とスムーズな連携を行う
窓口として、入院及び通院患者さんがより
良い医療が受けられるよう支援いたします。
 ・ 紹介患者様の受診、検査予約
 ・ 当院医師との診療情報交換の手続き　
 ・ 他医療機関への逆紹介　など

医療福祉相談室 地域連携室

「 患者さん、地域の医療機関からの窓口です。よろしくお願いいたします。」

※８月より、直通電話の運用が始まりました。

086-427-6550TEL （直通） 086-427-1197FAX （直通） 

倉敷平成病院　医療福祉相談室・地域連携室

「地域連携室」と「医療福祉相談室」が同室業務になりました
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関西医科大学看護学部教授
近藤麻理先生

　
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害

を
受
け
、７
月
６
日
（
土
）
に
「
災

害
看
護
を
考
え
る
～
被
災
者
、
支

援
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
～
」
を

テ
ー
マ
に
第
29
回
看
護
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
話
題
提
供
は
当
院
よ
り
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
支
援
活
動
に
参
加
し

て
」
と
題
し
た
災
害
時
の
状
況
報

告
。
実
際
の
支
援
活
動
に
お
け
る

問
題
解
決
に
向
け
た
努
力
や
ジ
レ

ン
マ
、
助
け
合
い
の
重
要
性
を
共

有
し
ま
し
た
。
特
別
講
演
は
岡
山

県
看
護
協
会
の
災
害
看
護
の
研
修

な
ど
に
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、

関
西
医
科
大
学
看
護
学
部
教
授 

近
藤
麻
理
先
生
に
よ
る
「
看
護
職

も
被
災
者
の
一
人
で
あ
る
と
い
う

発
想
か
ら
、
支
援
者
へ
の
ケ
ア
を

考
え
る
」
と
い
う
ご
講
演
。「
災

害
時
は
自
分
の
命
を
守
る
」、「
平

時
か
ら
対
応
に
つ
い
て
家
庭
や
職
場
で
話
し
て
お
く
こ
と
」や「
相

互
扶
助
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
「
決
し
て
自
分
を
犠
牲
に
し
な
い
。
生
存
へ
の
強
い
意
志
を
持

つ
こ
と
が
大
事
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

災
害
時
、
救
助
や
ケ
ア
を
注
視
し
が
ち
で
す
が
、
被
災
者
と
な
る

看
護
師
と
支
援
者
と
な
る
看
護
師
の
間
に
生
ま
れ
る
葛
藤
等
を
管

理
者
と
し
て
ど
う
支
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�

看
護
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
（
４
階
東
病
棟　
副
師
長
）　

北
崎　
鈴
子

　

７
月
20
日（
土
）、
令
和
初
の
倉
敷
天
領
夏
祭
り
「
O
H
！
代

官
ば
や
し
踊
り
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は
豪
雨
災
害
の

影
響
か
ら
夏
祭
り
自
体
が
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

復
興
に
向
け
、
倉
敷
の
空
に
賑
や
か
な
祭
り
の
音
を
響
か
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
事
前
の
練
習
を
重
ね
る
こ
と
十
数
回
、
ベ
テ
ラ
ン
と
新

人
が
入
り
混
じ
り
サ
イ
リ
ウ
ム
を
両
手
に
演
舞
（
い
わ
ゆ
る
『
オ

タ
芸
』
で
す
ね
）
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
。

　
当
日
は
雨
の
予
報
に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
が
、
晴
れ
の
国
の
名

誉
は
か
ろ
う
じ
て
保
て
た
よ
う
で
す
。
ピ
ン
ク
の
半
被
の
全
仁
会

お
祭
り
戦
士
た
ち
総
勢
1
3
0
名
を
含
む
全
37
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
中
で
、
な
ん
と
新
設
の
「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
賞
」
を
受
賞
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
看
護
師
長
た
ち
の
着
付
け
の
力
が
大
き
い
か
と
。

ビ
シ
ッ
と
統
一
感
の
あ
る
衣
装
に
、
ア
ピ
ー
ル
の
踊
り
が
一
層
映

え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
沿
道
で
応
援
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
、
陰
に

日
向
に
と
参
加
し
た
多
く
の
職
員
が
一
丸
と
な
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

来
年
こ
そ
目
指
せ
優
勝
！

�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
（
総
務
課　
主
任
）　

三
宅　
雄
也

　
５
月
26
日（
日
）、「
倉
敷
ひ
ま
わ
り
号
」に
参
加
し
宮
島
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
倉
敷
ひ
ま
わ
り
号
」
と
は
日
ご
ろ
電
車
に
乗
っ

て
旅
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
障
が
い
者
の
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
一
緒
に
Ｊ
Ｒ
等
の
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
日
帰
り
旅
行
を

楽
し
む
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
今
年
は
約
85
名
の
障
が
い
者
の
方
と
、
行
き
が
普
通
電
車
で
帰

り
は
新
幹
線
と
い
う
、
ひ
ま
わ
り
号
が
始
ま
っ
て
以
来
初
の
方
法

で
の
旅
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
方
と
街
に
出
る
と
、

車
い
す
が
通
る
に
は
新
幹
線
の
通
路
が
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
り
、
多

目
的
ト
イ
レ
が
無
か
っ
た
り
…
…
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で

き
た
と
は
言
え
、
ハ
ー
ド
面
も
ソ
フ
ト
面
も
ま
だ
ま
だ
整
っ
て
い

な
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
も
ご
参
加
の
方
々
は
厳

島
神
社
や
水
族
館
を
楽
し
み
、「
普
段
は
乗
れ
な
い
」
と
新
幹
線

の
乗
車
を
喜
ば
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
に
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

　
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る
と
い
い
な
と
思
っ
た

一
日
で
し
た
。

�

ケ
ア
プ
ラ
ン
室　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
課
長　

岩
佐　
暁
子

第
29
回 

看
護
セ
ミ
ナ
ー
開
催

７／６

第
49
回 

倉
敷
天
領
夏
祭
り

「
O
H
！ 

代
官
ば
や
し
踊
り
」に
参
加

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
賞
受
賞

７／20

第
35
回 

倉
敷
ひ
ま
わ
り
号

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
宮
島
へ

５／26
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６
月
４
日（
火
）～
７
日（
金
）、
京
都
府
京
都
市
の
国
立
京
都

国
際
会
館
に
て
第
５
回
世
界
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
学
会

（
W
P
C
2
0
1
9
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
研
究
者
や
医
療
従
事
者
、
患
者
が
集
う
国
際
会
議
で
、
ア
ジ
ア

初
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
の
上
利
崇
倉
敷
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

長
が
参
加
し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
「
効
率
的
な
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
ド
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
で
す
。
脳
深
部
刺
激

療
法
（
D
B
S
）
の
刺
激
す
る
部
位
は
繊
細
で
あ
り
、
刺
激
電
極

は
高
度
化
し
て
い
る
た
め
、
刺
激
の
調
整
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

上
利
セ
ン
タ
ー
長
は
６
月
１
日
よ
り
導
入
さ
れ
た

I
n
f
o
m
i
t
y
T
M
シ
ス
テ
ム
使
用
の
必
要
性
に
つ
い
て

等
、
デ
ュ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
脳
神
経
内
科
G
r
o
i
s
s
先
生
と

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
６
月
８
日（
土
）
に
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
で

I
n
f
i
n
i
t
y　
U
s
e
r
s　
M
e
e
t
i
n
g
が
開
催

さ
れ
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
ま
し
た
。
上
利
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
W
P
C
2
0
1
9
の
内
容
と

当
院
で
の
D
B
S
治
療
成
果
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
も
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
日
々
進
化
を
続
け
て
い
ま

す
。
最
適
な
治
療
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
治
療
や
活
動

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
情
報
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

�

倉
敷
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　
臨
床
工
学
課
主
任　

�

高
須
賀　
功
喜　

　

６
月
５
日（
水
）、
か
わ
い

ら
し
く
元
気
な
声
が
ピ
ー
ス

ガ
ー
デ
ン
倉
敷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

老
松
保
育
園
さ
く
ら
組（
年
長
）

の
園
児
と
の
交
流
会
も
今
年

で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。
園

児
42
名
と
引
率
の
先
生
７
名

に
よ
る
歌
や
手
遊
び
・
肩
た

た
き
な
ど
お
遊
戯
を
通
し
て
、

２
～
４
階
を
ご
利
用
の
方
々

約
60
名
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
動
作
に
「
ま
ぁ
か
わ
い
い

な
ぁ
」「
上
手
に
で
き
る
な
ぁ
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
一
生

懸
命
拍
手
を
送
ら
れ
る
ご
入

居
の
皆
さ
ま
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
私
た
ち
職
員
も

温
か
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
来
年
も
保
育
園
の
園
児

や
先
生
方
、
そ
し
て
保
護
者
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ご
入

居
の
皆
さ
ま
の
素
敵
な
笑
顔
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
企
画
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

特
養　
O
T
副
主
任　

眞
壁　
忍

　
６
月
18
日（
火
）・
19
日（
水
）、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
に
て
開

催
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
博
覧
会
に
全
仁
会
グ
ル
ー
プ
の
多
職
種

が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
生
活
を
支
え
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
が
集

い
、
専
門
職
と
の
交
流
の
中
か
ら
新
し
い
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
で
5
回
目
の
参
加
と
な

り
ま
す
。
来
場
者
は
一
般
の
方
か
ら
介
護
や
社
会
福
祉
、
看
護
や

リ
ハ
ビ
リ
の
学
生
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
で
幅
広
く
、
昨
年
は

3
0
0
0
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
全
仁
会
グ
ル
ー
プ
の
住
宅
・
入
所
系
を
中
心
と
し
た

説
明
や
、
地
域
に
対
し
て
の
勉
強
会
（
看
護
セ
ミ
ナ
ー
や
い
き
い

き
健
康
教
室
）、
病
院
増
改
築
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
ご
案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
声

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
施
設
の
中
で
働
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
気
付
き
や
知

識
を
得
た
り
、
全
仁
会
グ
ル
ー
プ
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
り
、
ま

た
職
種
の
垣
根
を
越
え
て
今
後
の
仕
事
に
活
か
せ
る
仲
間
作
り
が

で
き
た
り
な
ど
、
我
々
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
も
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。「
チ
ー
ム
全
仁
会
」
で
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
情
報
の
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
倉
敷　
介
護
主
任　

坂
本　
晋
也

世
界
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
学
会
へ
参
加

6 ／  4～7

ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

老
松
保
育
園
お
招
き
交
流
会

６／５

介
護
サ
ー
ビ
ス
博
覧
会
に
参
加
し
て

～
チ
ー
ム
全
仁
会
で
魅
力
を
発
信
～

６／
18～19
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救急棟増改築工事 進捗状況

　鉄筋を建てて、新しいひさしの躯体ができあがりました。
　また、型枠が取り外され、玄関アプローチのコンクリー
トが現れています。

　現在、玄関アプローチの壁に御影石がアクセントに配
置されました。今日は古いアスファルトの取り剥がし作
業が進んでいます。

　ロータリー工事が終わると、いよいよ増築工事がはじ
まります。

６月24日　月曜日［友引］

正面玄関アプローチ

７月８日　月曜日［大安］

正面玄関アプローチ

　

６
月
23
日（
日
）、
第
25
回
岡
山
県
理
学
療
法

士
学
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
学
会

長
と
い
う
役
目
で
、
さ
ら
に
昨
年
よ
り
P
T
科 

副
主
任 

隠
明
寺
、
副
主
任 
久
川
も
実
行
委
員
と

し
て
携
わ
り
準
備
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
学
会
は
「
未
来
へ
翔
る
理
学
療
法 

―
心
身
・
生
活
・
社
会
の
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ

向
け
て
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
て
、
昨
年
の
豪
雨

災
害
を
振
り
返
る
特
別
企
画
「
災
害
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
知
る
」、
そ
し
て
特
別
講
演
で
は

「
身
体
・
認
知
機
能
の
加
齢
的
変
化
と
運
動
の
効

果
」
と
題
し
、
各
分
野
で
ご
活
躍
の
先
生
方
を
招

へ
い
し
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
般
演
題
発
表
で
は
当
院
か
ら
P
T
科 

清
水
、

松
永
、
河
本
が
発
表
し
（
私
が
学
会
長
で
あ
る
か

　
７
月
３
日（
水
）、
第
４
回
い
き
い
き
健
康
タ
イ

ム
が
倉
敷
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
25
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
ま
ず
は
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
の
講
演
を
行
い
、
日
本
の
高
齢
化
率
や
65
歳
以

上
の
認
知
症
有
病
者
率
の
上
昇
、
介
護
保
険
と
は

ど
ん
な
制
度
な
の
か
、
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
二
つ
の
事
を
同
時
に
行
い
、
楽
し
く

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
脳
の
活
性
化
を
図
る
」
体

操
で
す
。
講
師
の
「
間
違
っ
て
も
挑
戦
す
る
こ
と

が
大
切
。楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」と
の
言
葉
に
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
や
る
気
満
々
。
次
第
に
難
し
く
な

る
課
題
に
、
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
軽
い
運
動
の
後
は
、
徐
々
に
変
わ
る
写
真
を
見

て
、
変
化
し
た
箇
所
は
ど
こ
か
を
見
つ
け
る
脳
ト

レ
で
す
。「
見
つ
け
た
！
」
と
声
を
上
げ
る
方
、

第
25
回 

岡
山
県

理
学
療
法
士
学
会

P
T
河
本
純
希
奨
励
賞
受
賞

６／23

第
４
回　

い
き
い
き
健
康
タ
イ
ム

７／３

やさしい色の
御影石です

　新年度にスタートした「救急棟増改築工事」ですが、
全ての工事完了は２年後、2021年の夏を予定しており
ます。現在は、2019年８月中旬の完成を目指し、新正面
玄関アプローチ、ロータリーを中心に、雨の合間を縫っ
て、連日工事が進んでいます。
　工事エリア確保のため駐車台数が減っており、大変ご
迷惑をおかけしております。ご理解ご協力の程宜しくお
願い申し上げます。

答
え
を
知
っ
て
驚
く
方
と
反
応
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

　
楽
し
い
時
間
は
過
ぎ
、
閉
会
時
に
は
今
日
の
思

い
出
を
共
有
す
る
声
、
次
回
を
待
ち
焦
が
れ
る
声

と
、
沢
山
の
温
か
い
言
葉
に
地
域
の
方
々
と
楽
し

ん
で
交
流
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

�

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　
よ
く
な
る
デ
イ
南
町　
　

�

生
活
相
談
員　

岡　
友
美

新正面玄関完成予想図（2019年８月予定）

ら
と
い
う
バ
イ
ア
ス
は
全
く
か
か
ら
ず
）
見
事
に

河
本
が
学
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
4
0
0
名
を
超
え
、
過
去
最
多
を
達

成
。
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
会
長
と
い
う
重
役
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な

が
ら
も
、
非
常
に
有
意
義
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　
　

�

副
セ
ン
タ
ー
長　

津
田　
陽
一
郎
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笹沖
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芸文館

市民会館市立
美術館

美観地区

アリオ倉敷

香川銀行倉敷工業高校
玉信

消防署

市役所

老松小

２

429

ローズガーデン倉敷
平成南町クリニック
グランドガーデン南町

倉敷在宅総合ケアセンター

ピースガーデン倉敷

N

ケアハウスドリームガーデン倉敷

倉敷平成病院
倉敷老健

全仁会グループ　社会医療法人 全仁会／社会福祉法人 全仁会／有限会社 医療福祉研究所ヘイセイ

行事予定表

９月

21 土 老健秋祭り

10月

 ５ 土 RUN伴2019

12 土 ピースガーデン倉敷秋祭り

19 土 第32回 神経セミナー

27 日 第12回 くらしきみなみ
文化祭（倉敷南小学校）

11月

10 日 第54回 のぞみの会

全仁会グループ 倉敷平成病院 広報誌　No.94　2019年８月発行
社会医療法人全仁会　岡山県倉敷市老松町４丁目3-38　TEL 086-427-1111　FAX 086-427-8001　　倉敷平成病院　全仁会NEWS 編集委員

倉敷老健
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111

住宅型有料老人ホーム　
ローズガーデン倉敷
倉敷市南町4-38
TEL.086-435-2111
● ヘルプステーション
平成南町クリニック

ケアハウス　
ドリームガーデン倉敷
倉敷市八軒屋275
TEL.086-430-1111
● デイサービス

サービス付き高齢者向け住宅　
グランドガーデン南町
倉敷市南町1-12
TEL.086-435-2234
● 南町ケアプラン室
● ヘルプステーション南町
● よくなるデイ南町

複合型介護施設　
ピースガーデン倉敷
倉敷市白楽町40
TEL.086-423-2000
● 地域密着型特別養護老人ホーム
● ショートステイ
● グループホーム
● デイサービス

倉敷在宅総合ケアセンター
倉敷市老松町4-4-7
TEL.086-427-0110
● 訪問看護ステーション
● ホームヘルプステーション 
● ショートステイ
● 通所リハセンター
● 予防リハセンター 
● ケアプラン室
● 高齢者支援センター
● ヘイセイ鍼灸治療院

倉敷平成病院
● 内科　● 脳神経内科　● 脳神経外科　● 脳卒中内　● 整形外科　● 消化器科　● 循環器科
● 呼吸器科　● 耳鼻咽喉科　● 形成外科　● 皮膚科　● 眼科　　　● 総合診療科
● リハビリテーション科　　● 放射線科　● 麻酔科　● 和漢診療科　● 歯科
倉敷ニューロモデュレーションセンター
● 脳神経外科
倉敷生活習慣病センター
● 糖尿病	 ● 代謝内科
総合美容センター
● 美容外科	 ● 形成外科	 ● 婦人科	 ● 乳腺外科
認知症疾患医療センター
神経放射線センター
平成脳ドックセンター

倉敷平成病院
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111
FAX.086-427-8001

救急指定

第54回 令和元年11月10日（日）10:00～12:00 倉敷市民会館 ホール
 倉敷市本町17-1　TEL. 086-425-1515

News全仁会
ニュース

全仁会各施設では梅雨にも負けず暑さにも負けず、日々様々なイベントが目白押しです。この全仁会NEWSでは紙面の都合で全部ご紹介できないのが残念で
なりません。こちらに掲載できなかったご報告は倉敷平成病院のブログにupしていますので、是非合わせてご覧ください。（N）編集後記

昨年の様子

第32回 神経セミナー「神経難病の臨床倫理について」 のぞみの会職員ポスターコンクール入賞作品
� （ケアプラン室作）


